
 
 
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考（国交省資料）

改正概要

● 上下水道政策の基本的なあり方検討会 第２次とりまとめ 概要

汚水処理システム全体の最適化（集約型・分散型のベストミックス）

〇 持続可能な汚水処理システムの実現に向けた基盤強化を図るため、人口減少が著しい
地域等では、下水道区域から浄化槽区域への転換など、既整備区域の見直しが必要。 

 
〇 未整備区域においても、将来の人口減少や都市計画の動向を踏まえた上で、整備効果
が中長期的に持続もしくは向上する区域に限定して早期に整備することが必要。 

 
〇 これらの取組を進め、下水道等の集約型と浄化槽の分散型のベストミックスによる持
続可能な汚水処理を実現することが必要。

● 下水道法等の一部を改正する法律案（抜粋）

改正の背景・必要性

＜自治体における転換のニーズの例＞


